
第６章 成果と課題

本研究では，平成15年度から２年間にわたって，「児童生徒の発達段階に応じた情報活用能力

到達目標に関する研究」を行ってきた。 ここでは，その研究の成果と課題を述べる。

１ 研究の成果

○ 県内の全公立小・中学校における，各学校の情報教育に関する取組の現状と課題を把握で

きた。

○ 小・中学校における情報活用能力到達目標（例）を設定することができた。

○ 情報活用能力到達目標（例）の年間指導計画（例）等を示したことにより，情報活用能力

を育成する主な教科・単元等と到達目標（例）との関連を明確に示すことができた。

○ 具体的な授業の実際と考察を示すことにより，各学校における体系的な情報教育の推進が

可能になるものと考えられる。

２ 今後の課題

○ すべての小・中学校において，「情報教育の全体計画」が作成され，コンピュータやイン

ターネットを活用する場面が明記された指導計画に基づいて，学習指導が行われるよう啓発

する必要がある。

○ 小・中学校における情報活用能力到達目標（例）一覧の妥当性を更に検証し，より的確な

情報活用能力到達目標（例）一覧の確立に努める必要がある。

○ 小・中・高等学校段階を通した体系的な情報教育の推進を図るため，高等学校段階におけ

る情報活用能力到達目標（例）を作成する必要がある。
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１ 研究の成果

本研究では，平成15～16年度の２年間にわたって，体系的な情報教育の推進を図るため，「児童

生徒の発達段階に応じた情報活用能力到達目標に関する研究」を行ってきた。ここでは，本県にお

ける情報教育の現状と課題を把握し，小・中学校の児童生徒の発達段階に応じた到達目標（例）を

示すとともに，具体的指導方法までの研究成果を述べる。

○ 本県における情報教育の現状把握

情報教育の実態調査を通して，本県の情報教育の現状と課題を把握することができた。特に，

「情報教育の全体計画」の作成状況は，県内の全公立小学校では約56％，中学校では約33％であっ

たことを踏まえ，全体計画案や具体的到達目標(例）を提示することが，本県の情報教育推進のた

めに必要であることが分かった。

○ 情報教育の到達目標（例）の作成

情報活用能力の三つの観点の「情報活用の実践力」，「情報の科学的な理解」，「情報社会に

参画する態度」について，小学校から中学校までの学習内容を見通し，到達項目（例）を設定し

た。

それぞれの項目について，児童生徒の発達段階に応じた情報教育の到達目標（例）として一覧

表にまとめた。

以上のことから，どの学年でどのような内容を指導すべきかを示すことができ，小・中学校を

通した体系的な情報教育の推進が可能になった。

○ 到達目標（例）に基づく指導計画の作成

小・中学校における情報教育の全体計画（例）や学年別の年間指導計画（例）などを示したこ

とにより，校種・各学年という縦の関係の情報教育の推進，また，同学年という横の関係の情報

教育の推進が可能になるものと考える。

○ 到達目標（例）に基づく授業の検証

「情報活用の実践力」を育成するための学習指導，「情報の科学的な理解」を深めるための学

習指導，「情報社会に参画する態度」を育成するための学習指導について，実証授業を通して検

証することができた。

また，具体的な授業の実際と考察を示したことにより，各学校における情報教育の推進を図る

ことが可能になるものと考える。

２ 今後の課題

○ すべての小・中学校において，「情報教育の全体計画」が作成され，コンピュータやインター

ネットを活用する場面が明記された指導計画に基づいて，学習指導が行われるよう啓発する必要

がある。

○ 小・中学校における情報活用能力到達目標（例）一覧に基づく実践状況の把握と更なる検証が

必要である。

○ 小・中・高等学校段階を通した体系的な情報教育の推進を図るため，高等学校段階における情

報活用能力の到達目標（例）を作成する必要がある。
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